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研究成果の概要（和文）：L字型画面はテレビの映像を縮小しその空き領域に速報等の情報を表示する画面デザ
インです。本研究はL字型画面におけるテレビ視聴者の映像の見方および視聴者にとって望ましい情報表示の画
面デザインについて実験的な検討を行って調べました。研究の結果，L字型画面に切り替わると視聴者の視線は
いったん強く速報情報に引き付けられた後，一定の間，映像と速報を交互に移動すること，視線の長時間の停留
頻度が通常よりも減少する等，映像の見方が変わることがわかりました。また，情報表示のためのテレビ画面デ
ザインに関する視聴者ニーズを定性的に把握し，視聴者にとって望ましい画面デザインを色彩や画面形態等の点
から考察しました。

研究成果の概要（英文）：Information such as news-flashes is sometimes aired on TV through an 
L-shaped screen layout. This layout reduces the size of the main display area and provides 
information in the margins of the screen. This study examined the viewer’s eye gaze and subjective 
evaluation regarding this screen layout. As a results, vewing videos on information-displayed 
screens rather than on normal screens decreased the frequency of longer fixation durations. In 
addition, we found that the needs of TV viewers for information presentation screens were diverse, 
and it was necessary to examine the colors and forms of screen design in order to discuss the 
appropriate screen design for information display from the viewpoint of the TV viewer viewers.

研究分野： 感性情報学

キーワード： Ｌ字型画面　テレビ画面　印象評価　視線計測　ニーズ調査
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は視聴者に情報伝達を行うためのテレビ画面デザインに関する実験的な検討を行いました。L字型などの
情報表示画面が映像鑑賞に及ぼす影響を分析するとともに、情報表示画面に対する視聴者ニーズとそのニーズに
関わるデザイン要素を明らかにしたことは、テレビ視聴者の特性とニーズに調和するデザイン指針を示すことに
貢献すると考えられます。このようなテレビ視聴者の視点に立つ検討は視聴者利益を高める社会的意義を持ち、
どのような状況に置かれたテレビ視聴者にとっても望ましい情報表示画面の設計に役立つことが期待されます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

テレビ放送における速報は緊急情報を迅速に伝えることが可能な情報提供ツールとして重要

な役割を担っている。国内で用いられる速報表示には，テレビ映像に文字スーパーを重ね合わせ

て情報表示を行う形式や，映像領域を縮小してその周辺の空き領域を活用して情報表示を行う

形式が挙げられる。本研究は，映像周辺空き領域活用型の速報表示として L字型画面[1]に着目

する。L字型画面は，映像表示領域を縮小することによって形成される L字型の空き領域（L字

領域）に比較的長時間にわたり文字スーパーを表示する画面形式である。災害情報などを送出す

る放送として 1998 年より本格運用が開始され[2]，災害時等においてテレビの L 字型画面を活

用した情報提供の有用性が評価されている[3,4]． L 字型画面における視線停留の移動を調べた

これまでの検討では，映像を観察している途中で通常型画面から L 字型画面に切り替わると観

察者は映像領域と L 字領域の間を交互に視線移動させる傾向が見られることが確認されている

[5]。このことから，L 字型画面は映像コンテンツに対する観察者の視覚情報処理になんらかの

影響を与えていることが考えられる． 

 

２．研究の目的 

本研究は速報表示の一形態として L 字型画面[2]に着目し，情報表示のための適切なテレビ画

面デザインを考察することをねらいとした。研究 1では，観察者が映像コンテンツへ視線を留め

る頻度や時間に L 字型画面が及ぼす影響を実験的に明らかにすることを目的とした。研究 2 で

は，視聴者が L 字型画面について有するニーズとそのニーズに関わるデザイン要素を明らかに

することを目的とした。研究 1，2 を総合することで，本研究では視聴者の特性や視点を取り入

れたテレビ画面デザインを考察することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1)研究 1 では，映像コンテンツを L 字型画面で提示する条件（L 字型画面条件）および通常の

画面で提示する条件（通常型画面条件）を設け、各条件において映像コンテンツに対する観察者

の視線停留および理解感の主観評価を比較・検討した。詳細な手順を以下に示す。まず，評価刺

激となる映像コンテンツを制作した。映像コンテンツは NHK クリエイティブライブラリー[6]を

利用して 20 秒間の短編コンテンツを複数制作し，その中から予備評価実験に基づいて 8 種類

（古代人の狩り」「地球誕生の起源」「獲物を横取りされる恐竜」「大雨後の虹」「都会の慌ただし

さ」「肉食動物の捕食」「飛行機の離着陸」「チャーハンの料理過程」）を選定し，使用した。39名

の実験参加者が，評価刺激を L 字型画面または通常の画面で観察する条件のいずれかに割り当

てられた（L字型画面条件，通常型画面条件）。L字型画面条件では，映像表示領域が 85%に縮小

され，その余白を青色の L 字領域とした。L 字領域の左部には速報見出し（例：大雨情報）を，

下部には速報の詳細（例：大雨の映鏡により河川の水位が上昇 名取川氾濫注意情報発表）を表

示した。実験参加者は評価刺激を観察し，そのコンテンツの内容をどのくらい理解できたと感じ

たか（コンテンツ理解感）を 5件法で回答した。また，課題実施中の実験参加者の視線を非接触

型視線計測装置（TX300、Tobii Tschnology 社）を用いて 300Hz のサンプリングレートで計測し

た。 

(2)研究 2では，評価グリッド法[7,8]（エレメントと呼ばれる具体的な評価対象を調査対象者に

提示して比較してもらいながら，その比較判断の理由を対象者自身の言葉によって聞き出すイ

ンタビュー手法）を用いて情報表示の画面デザインに関するニーズと，そのニーズを満たすため

のデザイン要素を検討した。8 名の対象者が調査に参加した。手順の概要を図 1 に示す。まず，



調査参加者が 30 種類のエレメントを観察して

画面デザインの好ましさについて比較判断を行

ってもらった。エレメントは，映像表示領域と

情報表示領域から構成される画面とした。情報

表示領域の色彩，形態，パターン，情報表示位

置など要素を様々に変化させて組み合わせた。

映像表示領域には研究 1 で使用した短編映像を

提示した。調査参加者がエレメントの比較判断

を行った後，その判断理由（オリジナル評価項

目）を引き出し，比較判断の理由に関連する詳

細な聞き出しを繰り返した。これらのインタビ

ュー調査で聞き出した意見を基に評価構造図を

作成した（図 2）。全参加者の評価構造を重ね合

わせ，上位項目を分類して視聴者ニーズを，下

位項目を分類して視聴者ニーズと関わるデザイ

ン要素を分析した。 

 

４．研究成果 

(1)研究 1 において，実験参加者の各映像コン

テンツに対する視線停留について条件間で比

較した。その結果，L 字型画面で映像コンテン

ツを鑑賞すると，一回当たりの停留時間の分布

に違いが生じて長時間停留の頻度が減少し（表

1），通常型画面条件に比べて映像観察の総停留

時間が短縮することがわかった。すなわち，L字型画面の影響を受けて鑑賞者の映像コンテンツ

の見方が変容している可能性が示された。一方，各映像コンテンツの理解感に関する主観評価を

分析した結果，条件間の差異は見られなかった。  

(2)研究 2では，インタビュー調査の集計データに基づいて，を分析した結果，映像周辺空き領

域活用型の情報表示画面デザインに対するニーズとして「速報情報受容ニーズ（情報を認識する

ことに関する要求）」「映像コンテンツ鑑賞ニーズ（映像コンテンツを鑑賞することに関する要

求）」「選択的集中ニーズ（速報情報と映像コンテンツを切り分けてそれぞれに能動的に集中でき

ることへの要求）」「情報表示領域の顕著性抑制ニーズ（情報表示領域そのものが目立たないこと

への要求）」の 4 種類を抽出し，視聴者ニーズは多様であることが確認された。また，これらの

視聴者ニーズと関わる画面のデザイン要素を検討した結果，「速報情報受容ニーズ」には情報表

示領域のテクスチャや速報の中身との関係性，文字の表示位置の要素が関わること，映像コンテ

ンツ鑑賞ニーズおよび選択的集中ニーズは，情報表示領域の形態と映像コンテンツ内容との関

り，情報表示領域の顕著性抑制ニーズには色彩に要素の操作が関わることがわかった。 

(3)研究 1,研究 2の成果は日本感性工学会論文の形で公表された[9,10]。また，これらの成果を

踏まえてテレビ視聴者利益との調和をはかる情報表示画面デザインについて総合的に考察した。

今後，テレビ視聴者の感性に与える影響に配慮し，視聴者にとって望ましい情報表示画面デザイ

ンの指針として役立つと考えられる。 

 

表 1：長時間停留頻度の条件間比較(回) 

図 2：1名分のインタビューデータに 
基づく評価構造図の例 

 

図 1：インタビュー手順の概要 

 

L 字型画面条件  通常型画面条件 
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